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1
は
じ
め
に

あ
お
み
建
設
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
佐
伯
建
設
工
業

と
国
土
総
合
建
設
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の

源
流
は
一
九
一
七
年
に
遡
り
、
創
立
一
〇
〇
年
以
上
の
歴

史
を
有
す
る
海
洋
土
木
工
事
会
社
（
マ
リ
コ
ン
）
と
し
て
、

港
湾
整
備
、
埋
立
・
人
工
島
建
設
な
ど
の
海
洋
土
木
を
は

じ
め
、
道
路
・
鉄
道
建
設
、
上
下
水
道
整
備
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
土
木
分
野
で
実
績
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
地
盤
改

良
分
野
に
お
い
て
は
、
国
内
屈
指
の
大
型
作
業
船
を
保
有

し
、
陸
上
工
事
に
お
い
て
も
独
自
の
技
術
を
多
数
保
有
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
中
核
と
し
て
、
良
質
な
社

会
資
本
整
備
の
一
翼
を
担
い
、
社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
創
造
的
技
術
の
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
当
社
の
得
意
分
野
で
あ
る
海
洋
土
木
技
術

を
活
用
し
た
土
地
改
良
事
業
分
野
で
の
最
新
技
術
と
し

て
、
た
め
池
・
湖
沼
・
堀
等
の
閉
鎖
性
水
域
に
お
け
る
環

境
配
慮
型
「
水
底
土
砂
ポ
ン
プ
浚
渫
工
法
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

2
開
発
背
景

二
〇
〇
九
年
よ
り
、
福
山
内
港
最
奥
部
の
水
質
悪
化
対

策
と
し
て
、
有
機
物
の
効
果
的
除
去
を
目
的
と
し
た
「
閉

鎖
水
域
に
お
け
る
環
境
改
善
研
究
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

水
質
お
よ
び
底
質
汚
濁
等
の
基
礎
調
査
研
究
と
一
年
間

の
現
地
実
験
を
通
じ
、
窒
素
・
リ
ン
等
の
汚
濁
物
質
の
効

率
的
な
除
去
理
論
を
確
立
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
過
程
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
、
放
射
性
物
質
が
土
粒
子

に
吸
着
し
、
降
雨
と
と
も
に
た
め
池
底
質
に
堆
積
す
る
問

題
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
課
題
に
対
し
、
福
山
港
で
の

実
証
理
論
を
応
用
し
、
福
島
県
内
の
た
め
池
放
射
線
対
策

と
し
て
「
水
底
土
砂
ポ
ン
プ
浚
渫
工
法
」
を
開
発
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

3  

た
め
池
の
放
射
性
物
質
対
策
と
し
て
の

工
法
開
発

3・1
開
発
の
経
緯

福
島
県
内
の
た
め
池

底
質
に
お
け
る
放
射
性

物
質
対
策
は
、
早
期
環

境
回
復
の
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
社

は
二
〇
一
三
年
度
の
環

境
省
に
よ
る
除
染
技
術

実
証
事
業
を
経
て
、

二
〇
一
四
年
度
よ
り
福

島
県
お
よ
び
福
島
県
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
の
指
導
の
も
と
「
た

め
池
等
汚
染
拡
散
防
止

対
策
実
証
事
業
」
に
参

画
し
、
二
〇
一
七
年
度

か
ら
放
射
性
汚
染
土
の

除
去
と
し
て
本
格
的
な

浚
渫
作
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

3・2
技
術
的
課
題

た
め
池
浄
化
に
お
け

る
主
要
な
課
題
は
以
下

の
通
り
で
す
。

•
従
来
工
法
（
グ
ラ
ブ

環境に配慮した
浚渫技術開発の推進

あおみ建設株式会社　技術事業本部　技術開発部 井上　真志
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図 1　水温計測定値（Tw）とUAV測定値（TUAV）の比較

図 2　夜間灌漑実施による水田水温分布の変化
（❶日中に灌漑，❷夜間灌漑）
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4
た
め
池
の
現
場
条
件
に
即
し
た

工
法
開
発
・
改
良

4・1  

狭
隘
箇
所
へ
の
対
応

施
工
条
件
の
制
約
に
応
じ
た
技
術
改
良
と
し
て
、
特
に

狭
隘
な
施
工
場
所
で
の
浚
渫
を
実
現
す
る
た
め
、
機
材
の

軽
量
化
・
簡
素
化
を
図
り
ま
し
た
。
主
な
改
良
点
は
以
下

の
通
り
で
す
。

•
フ
ロ
ー
ト
構
造
の
最
適
化

w
浚
渫
ユ
ニ
ッ
ト
の
小
型
化

w
組
立
解
体
の
効
率
化

4・2
深
水
域
へ
の
対
応

標
準
的
な
た
め
池（
水
深
五m
程
度
）を
超
え
る
水
深
へ

の
対
応
と
し
て
、
以
下
の
技
術
改
良
を
実
施
し
ま
し
た
。

w
浚
渫
延
長
ロ
ッ
ド
の
軽
量
化

w
水
中
振
動
ふ
る
い
の
採
用

w
ポ
ン
プ
設
置
機
材
の
合
理
化

w
機
材
重
量
の
最
適
化

こ
れ
ら
の
改
良
に
よ
り
、
水
深
七m
ま
で
の
施
工
を
実

証
し
、
理
論
的
に
は
水
深
一
〇
m
程
度
ま
で
の
対
応
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

5
松
本
城
堀
浚
渫
事
業
へ
の
適
用
事
例

事
業
概
要
：
長
年
の
堆
積
物
に
よ
り
水
深
が
著
し
く
低

下
し
、
水
位
低
下
時
の
堆
積
物
露
出
に
よ
る
悪
臭
発
生
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
松
本
市
は
二
〇
二
〇
年
十
月

か
ら
二
〇
二
一
年
三
月
に
か
け
て
、
史
跡
松
本
城
の
内
堀

浚
渫
実
証
実
験
を
実
施
し
、
当
社
が
実
験
に
参
画
し
ま
し

た
。松

本
市
で
は
松
本
城
の
内
堀
、
外
堀
お
よ
び
総
堀
の
全

面
的
な
浚
渫
の
実
施
に
あ
た
り
、
最
も
適
し
た
方
法
を
検

討
す
る
た
め
、
浚
渫
方
法
の
異
な
る
三
工
法
で
実
証
実
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
実
証
実
験
に
参
画
す
る
為
に
、

「
水
底
土
砂
ポ
ン
プ
浚
渫
工
法
」
を
実
証
現
場
条
件
に
対

応
す
べ
く
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
（
鋭
敏
な
浮
泥
が
浚
渫
機
外
へ

漏
出
し
な
い
泥
水
攪
拌
、
送
泥
機
構
）
し
、
観
光
地
で
あ

る
松
本
城
の
環
境
に
配
慮
し
た
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

実
証
の
結
果
、
課
題
で
あ
る
「
景
観
の
確
保
」「
臭
気

発
生
対
策
」「
史
跡
に
損
傷
を
与
え
な
い
施
工
」
に
配
慮

し
た
施
工
の
有
効
性
を
確
認
し
、
松
本
城
の
浚
渫
事
業
の

工
法
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
浚
渫
事
業
は
令
和
五
年
度
内

堀
東
部
か
ら
開
始
し
七
年
間
で
順
次
浚
渫
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
、
松
本
城
の
歴
史
的
な
景
観
及
び
快
適
な
公
園

環
境
・
見
学
環
境
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

6
お
わ
り
に

本
稿
で
紹
介
し
た
水
底
土
砂
ポ
ン
プ
式
浚
渫
工
法
は
、

閉
鎖
性
水
域
に
お
け
る
環
境
配
慮
型
浚
渫
技
術
と
し
て
、

以
下
の
水
域
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
湖
沼
、
②
運
河
、
③
静
穏
海
域

今
後
の
技
術
開
発
の
方
向
性
と
し
て
、
以
下
を
重
点
項

目
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
施
工
効
率
の
更
な
る
向
上
、
②
適
用
範
囲
の
拡
大
、

③
環
境
負
荷
の
一
層
の
低
減

本
技
術
を
通
じ
て
、
水
域
環
境
の
保
全
・
改
善
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現場条件に合せた小型浚渫機械

深水域に対応した浚渫機材改良

松本城浚渫事業の実証実験参画の様子

浚渫跡

式
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
式
）
で
は
薄
層
浚
渫
が
困
難
で
、
余

掘
り
に
よ
る
処
分
土
量
が
増
大
し
ま
す

•
表
層
部
の
高
含
水
粘
土
は
、
せ
ん
断
強
度
が
低
く
ス
ラ

リ
ー
化
し
や
す
い
特
性
を
持
ち
ま
す

•
浮
遊
懸
濁
物
質
に
よ
る
下
流
域
へ
の
汚
染
拡
散
防
止
が

必
要
で
す

•
放
射
性
物
質
が
吸
着
し
た
細
粒
分
の
効
率
的
回
収
と
減

容
化
が
必
要
で
す

•
狭
隘
な
ア
ク
セ
ス
条
件
に
よ
る
大
型
機
材
搬
入
の
制
限

が
あ
り
ま
す

3・3
工
法
の
特
徴

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
以
下
の
特
徴
を
有

す
る
「
水
底
土
砂
ポ
ン
プ
浚
渫
工
法
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

工
法
の
原
理
（
施
工
手
順
）
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

•
鋼
製
ケ
ー
シ
ン
グ
内
を
ポ
ン
プ
排
水
し
な
が
ら
先
端
部

を
水
底
部
に
貫
入

w
ジ
ェ
ッ
ト
水
流
に
よ
り
所
定
の
施
工
層
厚
の
土
粒
子
を

ケ
ー
シ
ン
グ
内
に
浮
遊

w
ミ
キ
サ
ー
に
よ
り
ケ
ー
シ
ン
グ
内
に
循
環
対
流
を
生
じ

さ
せ
、
浮
遊
さ
せ
た
土
粒
子
を
撹
拌

w
振
動
ふ
る
い
を
通
過
す
る
泥
水
は
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ

り
陸
上
に
回
収

w
ケ
ー
シ
ン
グ
内
の
泥
水
を
排
出
し
た
段
階
で
ジ
ェ
ッ
ト

水
流
と
撹
拌
を
停
止

w
排
水
を
継
続
し
た
ま
ま
、
ケ
ー
シ
ン
グ
を
引
き
抜
き
移

動右
記
を
繰
り
返
す
こ
と
で
浚
渫
施
工
を
行
い
ま
す
。
浚

渫
し
た
泥
水
は
陸
上
に
配
置
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
濁
水
処
理

（
凝
集
沈
殿
処
理
）、
脱
水
処
理
を
実
施
し
ま
す
。

本
工
法
は
、
水
底
部
に
貫
入
す
る
装
置
内
部
の
閉
鎖
さ

れ
た
領
域
の
み
を
浚
渫
す
る
た
め
、
表
層
部
の
確
実
な
除

去
が
で
き
る
と
と
も
に
施
工
中
の
濁
り
が
発
生
し
な
い
こ

と
を
特
徴
と
し
ま
す
。

組
立
式
小
型
フ
ロ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
の
た
め
池
で
使
用
可
能
で
す
。
水
上
設
備
は
専

用
施
工
管
理
装
置
に
よ
り
、
陸
上
か
ら
遠
隔
操
作
（
水
上

無
人
）
お
よ
び
施
工
管
理
を
行
い
施
工
層
厚
、
施
工
位
置

等
の
管
理
は
一
㎝
単
位
で
制
御
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
事
前
事
後
の
水
底
面
の
放
射
線
量
、
水
深
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
計
測
す
る
こ
と
で
施
工
出
来
形
・
品
質
（
放

射
性
物
質
の
確
実
な
除
去
）
を
確
保
し
ま
す
。
施
工
に
用

い
る
資
機
材
は
、
す
べ
て
二
t
以
内
の
機
材
で
構
成
し
て

お
り
、
た
め
池
堤
体
上
へ
の
搬
入
配
置
が
可
能
で
す
。

福
島
県
で
は
、
多
く
の
た
め
池
（
施
工
実
績
一
六
池

約
九
六
、〇
〇
〇
㎡
）
に
お
い
て
本
工
法
を
適
用
し
て
き

ま
し
た
。

船位誘導、遠隔施工管理システムの概要

水上設備
・組立式台船
4点遠隔操作ウインチ装備

・ポンプ浚渫設備（4㎡ 型）
3t油圧リフト装置

　サンドポンプ×2
　水中振動スクリーン
・水上配管（φ100）

陸上設備
・施工管理室（ユニットハウス）
・ポンプ浚渫用陸上設備
　（高圧ポンプ、発電機）
・濁水処理設備
　（組立式 60㎥ /h）
・脱水処理設備
　 （自然脱水併用加圧（5.1tf）
脱水orフィルタープレス
脱水orスクリューデカン
ター脱水）

・4.9tクローラクレーン

浚渫工法の資機材構成
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4
た
め
池
の
現
場
条
件
に
即
し
た

工
法
開
発
・
改
良

4・1  
狭
隘
箇
所
へ
の
対
応

施
工
条
件
の
制
約
に
応
じ
た
技
術
改
良
と
し
て
、
特
に

狭
隘
な
施
工
場
所
で
の
浚
渫
を
実
現
す
る
た
め
、
機
材
の

軽
量
化
・
簡
素
化
を
図
り
ま
し
た
。
主
な
改
良
点
は
以
下

の
通
り
で
す
。

•
フ
ロ
ー
ト
構
造
の
最
適
化

w
浚
渫
ユ
ニ
ッ
ト
の
小
型
化

w
組
立
解
体
の
効
率
化

4・2
深
水
域
へ
の
対
応

標
準
的
な
た
め
池（
水
深
五m
程
度
）を
超
え
る
水
深
へ

の
対
応
と
し
て
、
以
下
の
技
術
改
良
を
実
施
し
ま
し
た
。

w
浚
渫
延
長
ロ
ッ
ド
の
軽
量
化

w
水
中
振
動
ふ
る
い
の
採
用

w
ポ
ン
プ
設
置
機
材
の
合
理
化

w
機
材
重
量
の
最
適
化

こ
れ
ら
の
改
良
に
よ
り
、
水
深
七m
ま
で
の
施
工
を
実

証
し
、
理
論
的
に
は
水
深
一
〇
m
程
度
ま
で
の
対
応
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

5
松
本
城
堀
浚
渫
事
業
へ
の
適
用
事
例

事
業
概
要
：
長
年
の
堆
積
物
に
よ
り
水
深
が
著
し
く
低

下
し
、
水
位
低
下
時
の
堆
積
物
露
出
に
よ
る
悪
臭
発
生
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
松
本
市
は
二
〇
二
〇
年
十
月

か
ら
二
〇
二
一
年
三
月
に
か
け
て
、
史
跡
松
本
城
の
内
堀

浚
渫
実
証
実
験
を
実
施
し
、
当
社
が
実
験
に
参
画
し
ま
し

た
。松

本
市
で
は
松
本
城
の
内
堀
、
外
堀
お
よ
び
総
堀
の
全

面
的
な
浚
渫
の
実
施
に
あ
た
り
、
最
も
適
し
た
方
法
を
検

討
す
る
た
め
、
浚
渫
方
法
の
異
な
る
三
工
法
で
実
証
実
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
実
証
実
験
に
参
画
す
る
為
に
、

「
水
底
土
砂
ポ
ン
プ
浚
渫
工
法
」
を
実
証
現
場
条
件
に
対

応
す
べ
く
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
（
鋭
敏
な
浮
泥
が
浚
渫
機
外
へ

漏
出
し
な
い
泥
水
攪
拌
、
送
泥
機
構
）
し
、
観
光
地
で
あ

る
松
本
城
の
環
境
に
配
慮
し
た
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

実
証
の
結
果
、
課
題
で
あ
る
「
景
観
の
確
保
」「
臭
気

発
生
対
策
」「
史
跡
に
損
傷
を
与
え
な
い
施
工
」
に
配
慮

し
た
施
工
の
有
効
性
を
確
認
し
、
松
本
城
の
浚
渫
事
業
の

工
法
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
浚
渫
事
業
は
令
和
五
年
度
内

堀
東
部
か
ら
開
始
し
七
年
間
で
順
次
浚
渫
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
、
松
本
城
の
歴
史
的
な
景
観
及
び
快
適
な
公
園

環
境
・
見
学
環
境
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

6
お
わ
り
に

本
稿
で
紹
介
し
た
水
底
土
砂
ポ
ン
プ
式
浚
渫
工
法
は
、

閉
鎖
性
水
域
に
お
け
る
環
境
配
慮
型
浚
渫
技
術
と
し
て
、

以
下
の
水
域
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

①
湖
沼
、
②
運
河
、
③
静
穏
海
域

今
後
の
技
術
開
発
の
方
向
性
と
し
て
、
以
下
を
重
点
項

目
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①
施
工
効
率
の
更
な
る
向
上
、
②
適
用
範
囲
の
拡
大
、

③
環
境
負
荷
の
一
層
の
低
減

本
技
術
を
通
じ
て
、
水
域
環
境
の
保
全
・
改
善
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現場条件に合せた小型浚渫機械

深水域に対応した浚渫機材改良

松本城浚渫事業の実証実験参画の様子

浚渫跡

式
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
式
）
で
は
薄
層
浚
渫
が
困
難
で
、
余

掘
り
に
よ
る
処
分
土
量
が
増
大
し
ま
す

•
表
層
部
の
高
含
水
粘
土
は
、
せ
ん
断
強
度
が
低
く
ス
ラ

リ
ー
化
し
や
す
い
特
性
を
持
ち
ま
す

•
浮
遊
懸
濁
物
質
に
よ
る
下
流
域
へ
の
汚
染
拡
散
防
止
が

必
要
で
す

•
放
射
性
物
質
が
吸
着
し
た
細
粒
分
の
効
率
的
回
収
と
減

容
化
が
必
要
で
す

•
狭
隘
な
ア
ク
セ
ス
条
件
に
よ
る
大
型
機
材
搬
入
の
制
限

が
あ
り
ま
す

3・3
工
法
の
特
徴

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
以
下
の
特
徴
を
有

す
る
「
水
底
土
砂
ポ
ン
プ
浚
渫
工
法
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

工
法
の
原
理
（
施
工
手
順
）
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

•
鋼
製
ケ
ー
シ
ン
グ
内
を
ポ
ン
プ
排
水
し
な
が
ら
先
端
部

を
水
底
部
に
貫
入

w
ジ
ェ
ッ
ト
水
流
に
よ
り
所
定
の
施
工
層
厚
の
土
粒
子
を

ケ
ー
シ
ン
グ
内
に
浮
遊

w
ミ
キ
サ
ー
に
よ
り
ケ
ー
シ
ン
グ
内
に
循
環
対
流
を
生
じ

さ
せ
、
浮
遊
さ
せ
た
土
粒
子
を
撹
拌

w
振
動
ふ
る
い
を
通
過
す
る
泥
水
は
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ

り
陸
上
に
回
収

w
ケ
ー
シ
ン
グ
内
の
泥
水
を
排
出
し
た
段
階
で
ジ
ェ
ッ
ト

水
流
と
撹
拌
を
停
止

w
排
水
を
継
続
し
た
ま
ま
、
ケ
ー
シ
ン
グ
を
引
き
抜
き
移

動右
記
を
繰
り
返
す
こ
と
で
浚
渫
施
工
を
行
い
ま
す
。
浚

渫
し
た
泥
水
は
陸
上
に
配
置
し
た
プ
ラ
ン
ト
で
濁
水
処
理

（
凝
集
沈
殿
処
理
）、
脱
水
処
理
を
実
施
し
ま
す
。

本
工
法
は
、
水
底
部
に
貫
入
す
る
装
置
内
部
の
閉
鎖
さ

れ
た
領
域
の
み
を
浚
渫
す
る
た
め
、
表
層
部
の
確
実
な
除

去
が
で
き
る
と
と
も
に
施
工
中
の
濁
り
が
発
生
し
な
い
こ

と
を
特
徴
と
し
ま
す
。

組
立
式
小
型
フ
ロ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
の
た
め
池
で
使
用
可
能
で
す
。
水
上
設
備
は
専

用
施
工
管
理
装
置
に
よ
り
、
陸
上
か
ら
遠
隔
操
作
（
水
上

無
人
）
お
よ
び
施
工
管
理
を
行
い
施
工
層
厚
、
施
工
位
置

等
の
管
理
は
一
㎝
単
位
で
制
御
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
事
前
事
後
の
水
底
面
の
放
射
線
量
、
水
深
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
計
測
す
る
こ
と
で
施
工
出
来
形
・
品
質
（
放

射
性
物
質
の
確
実
な
除
去
）
を
確
保
し
ま
す
。
施
工
に
用

い
る
資
機
材
は
、
す
べ
て
二
t
以
内
の
機
材
で
構
成
し
て

お
り
、
た
め
池
堤
体
上
へ
の
搬
入
配
置
が
可
能
で
す
。

福
島
県
で
は
、
多
く
の
た
め
池
（
施
工
実
績
一
六
池

約
九
六
、〇
〇
〇
㎡
）
に
お
い
て
本
工
法
を
適
用
し
て
き

ま
し
た
。

船位誘導、遠隔施工管理システムの概要

水上設備
・組立式台船
4点遠隔操作ウインチ装備
・ポンプ浚渫設備（4㎡ 型）
3t油圧リフト装置
　サンドポンプ×2
　水中振動スクリーン
・水上配管（φ100）

陸上設備
・施工管理室（ユニットハウス）
・ポンプ浚渫用陸上設備
　（高圧ポンプ、発電機）
・濁水処理設備
　（組立式 60㎥ /h）
・脱水処理設備
　 （自然脱水併用加圧（5.1tf）
脱水orフィルタープレス
脱水orスクリューデカン
ター脱水）
・4.9tクローラクレーン

浚渫工法の資機材構成
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